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(Charles William Eliot 1834-1926)からハーバード大学総長を引き静Kいだローレンス.A.ローウェル






1 ) Lawrence T下-トNiにchols，
Scientific Vu凶J川Iner旧abi川Iiはty仏，"Science at Harvard University: Historical Perspectives， edited by Clark A. Eliot and 
Margaret W. Rossiter， Associated University Press， 1992. p. 193当時の/¥ 1¥ー ド大学のC.W.工リオッ卜総長
( 1869-1909)は、ピーボディと義理の兄弟であり、二人とも同じユニテリアン派として宗教および社会科学についての考え
をまったく共有していたといわれる。
2) Ibid.， p. 202・205
会・青森公立大学
他方、社会学科をハーバードに生み出すもう・つの動きが経済学科にあった。当時の経済学科には著
名な研究者が多くおり、新市典経済学の丘場に立つF.W.タウシッグ (FrankWilliam Taussig 1859-
1940)や経済史家で経営大学院の最初のデイーンとなったE.F.ゲイ (EdwinFrancis Gay 1867-1946) 
がいた。また、政治経済学教授で、後にアメリカ経済学会会長となったT.N.カーヴァー (Thomas
Nixon Carver 1865叩 1961)が1900年からハーバード大学で、最初の社会学講義を始めており、 1927年には
T.パーソンズ (TalcottParsons 1902-1979)が講師jとして就任し、 [IJじ年にJ.A.シュンベーター




R. B.ペリー (RalphBarton Perry 1876-1957)を委只長とする「社会学と社会倫理学に関する委員会J
が設けられた4)。
新しい分野の責任者となるべき候補者として、ロシアから亡命しミネソタ大学社会学教授のP.A.ソ
ロキン (PitrimAlexandrovitch Sorokin 1889-1968)と社会進化論にιつロンドン経済政治学大学院のL








教育と大学院教育のために社会学科 (Oepartmentand Oivision of Sociology)を創設し、初代の学科長
としてソロキンを任命した。)。
新しい社会学科では、専任教員が少ないこともあったが、隣接分野からのスタッフの協力をえて、学
3 ) シュンベーターは、 1932年にj¥-j¥ー ド大学に迎えられることになる。高1成和義 1パーソンズとアメリカ縮哉社会t岩波書
底 1992年.77頁.
4) L. T. Nichols， op. cit.， p.209.蔀成和義，前掲書80頁委員会のメンj¥ー として、社会倫理学のキャポット、政冶学のW.Y 
エリオット (WilliamYandell Eliot 1896・1979)、経済学のゲイ、歴史学のA.M シュレシンジャー (ArthurMeier 
Schlesinger 1888・1965)とE.A.ホイッ卜ニー (Whitney)、それに人類学のE.A.ホ一トン(EarnestAlbent Hooton 
1887-1954)がいたc




準教授のJ.フォード (JamesFord 1884-1944)、専任講師のC ジョスリン (Joslyn)と丁目パーソンス¥それに講




Pitirim A. Sorokin， A Long Journey， College and University Press， 1963. pp. 242・244.
ヲf
際的な研究を可能とするようなさまざまな講座が設けられた。たとえば、 A.D.ノック CArthurDarby 
Nock 1902-1963)の宗教社会学、 W.M.ウィーラー (WilliamMorton Wheeler 1865-1937)の動物社会
学、 G.W.オールポート (GordonWillard Allport 1897-1967)の社会心理学、 W.L.ウオーナー
(William Lloyd Warner 1898-1970)の社会人類学などである。そして、教育大学院のG.デアボーン



















(Charles Pelham Curtis Jr. 1891-1959)で、あった9)。
こうしてパレート・セミナーは、ホーマンズがし、うような「非公式のセミナー」ではなく 10)、初め
から単位を認定する正規の講座として生まれたのであるO 最初の履修者は12名であり、そこには
G. C.ホーマンズ (GeorgeCasper Homans 1910-1989)やパーソンズの弟子であるR.K.マ一トン
ラi
7 )しT.Nichols， op. cit.， p. 213・214.高i成和義司前掲書司 80・82頁.
8) Leter from Pitirim A. Sorokin to L. J. Henderson， Jan. 2 1932， Henderson Collection Folder 16-14， inBaker 
Library Archives， Harvard Business School 
9 )へンダーソンと力一ティスとは1928年9月頃から書簡を交わし、とくに最初のパレート・セミナーの濁呈で、 1933年3月くら
いまで畿度となく意見の交換をしていた。へンダーソンはイタリア語が心許ないらしく、また感情の表明である残基のE麟にか
なり苦しんでいたと思われる。 CorespondencebetweenしJ.Henderson and C. P. Curtis Jr.， from 1928 to 1933， 
Henderson Collection Folder 4-13， inBaker Library Archives， Harvard Business School 
10) George C. Homans， Coming to My Senses: The Autobiography of a Sociologist， Transaction Books， 1984. p. 104 




























11 )“Pareto Seminar，" Henderson Collection Folder 14・4，in Baker Library Archives， Harvard Business School 
12) Correspondence betweenしJ.Henderson and Harcourt Brace and Company， Jan. 30， Feb. 2， Oct. 26， Oct. 27， 
1932， April 29， 1933， May 2， and May 26， 1934， Henderson Collection Folder 6・8，in BakerしibraryArchives， 
Harvard Business School 
13) ホーマンス、によると、アメリカで初めてなされたパレート社会学に関するセミナーは、 へンダーソンであるとしているが、こ
れは明らかに、ホーマンズの言自憲章いである。 G.Homans， op. cit.， p.104. 
14) Letter from L. J. Henderson to James H. Rozers， March 9， 1933， Henderson Collection Folder 15-12， inBaker 
library Archives， Harvard Business School 
15) Letter from J. H. Rozers to L. J. Henderson， March 16， 1933， Henderson Collection Folder 15-12， inBaker Library 
























案内を出し、また法律大"'l院のデイーン (1916-1936)であるR.バウンド (Ro刈 oePound 1870-1964)に、
そしてソロキンにも案内を出している20)。
す()
16) Letter from L. J. Henderson to J. H. Rozers， May 16， 1933， Henderson Collection Folder 15-12， inBaker Library 
Archives， Harvard Business School 
17) その一年後、へンダーソンは再びイエール大学を訪れ、ロジャースのセミナーに参加して講義をし、彼のアパートに拒府されて
楽しい一時を過ごした。 Letterfrom Vittorio Racca to し J目 Henderson，Dec. 6， 1934， Henderson Collection Folder 
15・6，in Baker Library Archives， Harvard Business School 
18) Letter from L. J. Henderson to P. A. Sorokin， Jan. 23， Henderson Collection Folder 16-14， in Baker Library 
Archives， Harvard Business School. 
19) たとえば、 1933年-1934年のラドクリフでの「科学15Jの講義ができないと、同僚のD.B.テイル(DavidBruce Di1l1891-つ)
初受を推してし、る。 Letterfrom L. J. Henderson to Henry E. Bent， Jan. 6， 1933， Henderson Collection Folder 4-3， in
Baker Library Archives， Harvard Business School 
20) Letter from L. J. Henderson to Joseph A. Schumpeter， May 29， Sept. 19， 1933， to Roscoe Pound， Sept. 19， Oct 
24， and to P. A. Sorokin， Dec. 20， 1933， Henderson Collection Folder 14-4， inBaker Library Archives， Harvard 
Business School. これらの案内に対して、シュンベーターは9月22日に参加し、また、後に述べるように、ソロキンも12
月22日に出席している。 Cf.，letter fromしJ.Henderson to J. A. Schumpeter， Sept. 27， 1933 
こうしてセミナーは、経済"?fi'のシュンベーター、社会学ft'のT.パーソンズ、 G.C.ホー マンズ、!経
史学者のc.プリントン (CraneBrinton)、Jよ評‘1千|ドL諭家のB.A. デデ、フオト (B齢cr叩 naげ山吋rれdAu咋1培gt卯w刈叩4孔川ti川n肘1日eDeVotω01凶89切7-
195何5)入、 また経?宇伝狩:5有if，りイ学、
ガ一(何FritzJu凶lle邸F討; Ro∞et出hlisむIS討辻4北巾b恥〉児町cr昭ge引3汀r1898-1り74幻)、 T.N.ホワイトヘッド (Thoma討 NorthWhitehcad 1891-
1969)、そして"?科長のソロキン、また外部の{j)f究計や実務家なども参}JUしたので、あった。
セミナーは、ヘンダーソンのパ葉によると、 1，¥先Jj:が1ぶされ、クラスのメンバーによってI議論が行























21) Letter from L. J. Henderson to Jurian A. Ripley， Jr.， Oct. 11， 1932， Henderson Collection Folder 14-4， inBaker 
Library Archives， Harvard Business School 
22) Fritz J. Roethlisberger， The Elusive Phenomena: An Autobiographical Account of My Work in the Field of 
Organizational Behavior at the Harvard Business School， Harvard University Press， 1977. p. 62 
23) George C. Homans， Coming to My Seses: The Autobiography of a Sociologist， Transaction Books， 1984. p. 105 
24) Ibid.， p.105 

































26) Letter from L. J. Henderson to P. A. Sorokin， Dec. 29， 1933， Henderson Collection Folder 16-14， inBaker library 
Archives， Harvard Business School.書簡に示されているソロキンカ、らの二通の手紙は見つけることができなかったO
27) Letter from P. A. Sorokin to L. J. Henderson， Jan. 11， 1934， Henderson Collection Folder 14・4，in Baker Library 
































セミナーのための5頁のタイフ原稿が収録されてある。ト~enderson Collection Folder 19-22， inBaker library Archives， 
Harvard Business School. 
29) F. J. Reothlisberger， op. cit.， p 
30) Ibid.， pp. 60・65
ヲり
点15のチューターであり、!併史家でよI~論家のデフォトの紹介でヘンダーソンにIH会い、ヘンダーソンによ









デデ、一タを Iリ正l正:伸雌:に史要:約することでで、はなく、 むしろ近{似似U以、f的i内9にまとめることでで、ある O この珂珂!山のために、 舟交
化はさげすまされるべきではなしリとしている。そして彼は、変数の付11.依存性を取り扱ったパレート












ノtー ソンズは、ヘンダーソンの死後、チェスター・ I-バーナード (ChesterIrving 8arnard 1886-




31) G. C. Homans， op. cit.， pp. 108-111， and p. 117 
32) An Introduction to Pareto: His Sociology， Knopf， 1934 
33) G. C. Homans， Sentiments and Activities: Essays in Social Science， The Free Press of Glencoe， 1962. p. 5 
34)“Review of Mind and Society by V. Pareto and Pareto's General Socioligy byし J.Henderson，" American 
Economic Review Vol. xxv， 1935. pp. 502-508“Pareto's Central Analytical Scheme，" Journal of Social Philosophy， 
1， April 1936， pp. 244・262
35) The Structure of Social Action: A Study in Social Theory with Special Reference to a Group of Recent European 





































に改訂を決意させ、改訂のために約一年間を費やしたのである。 T.Parsons， Social System and the Evolution of Action 
































38) Letter from Talcott Parsons to Chester 1.Barnard， Dec. 31， 1945， Barnard Collection Case 1， inBaker Library 
Archives， Harvard Business School.彼は、当時は充分に認めていなかったが、ヘンダーソンの科学哲学とE監命の本質の見
識が自分の!!8嗣句思考の発展にきわめて重要な影響を受けていたことを、後年、告白している。 下 Parsons，op. cit.， pp. 30・
31. r手障問， 36-37頁
39)しetterfrom L. Evans to L. J. Henderson， August 2， 1934， Henderson Collection Folder 8-4， in Baker Library 




























40) Letter from L. J. Henderson to L. Evans， Sept. 18， and from L. Evans to L. J目 Henderson，Sept. 28， 1934， 
Henderson Collection Folder 8・14，in Baker Library Archives， Harvard Business School 
41) Correspondence between L. J. Henderson and Henry S. Canby， April 11， 1933， April 13， 1933， and May 28， 1934， 
Henderson Collection Folder 3・13，in Baker Library Archives， Harvard Business School 
42) へンダーゾンと同じように、ロジャースと訳者のリヴ‘インクス卜ンも希望していたが、リヴ.インダストンには注釈を除いて
はいずれも断られている。 Letterfrom D. C. Brace (Harcourt， Brace and Company) to DeVoto， May 22， 1934， 
Henderson Collection Folder 6・8，in Baker Library Archives， Harvard Business School 
43) たとえば、ヘンダーソンの評論に対して友人でもある口ーウェル総長から批評が送られている。 Letterfrom L. A. Lowell to L 
















しかし、ハーコート社は、ヘンダーソンの ~fl し IHに対して恐縮しつつも、 1. . . r~般社会学概論J で
はlリjらかに教科書のように聞こえ、 A般読者を逃すというゆゆしきことになってしまいますJという煙
山で、断ったのである時)O






パレートは、 r~般社会学概論j の S 186からS218にかけて天候と儀式の関係を取り上げ、市代ギリ
シャの官学者のエンベドクレス (Empedocles)、プルターク (Plutarch)、地理学者のパウサニアス




44) Letter from L. J. Henderson to D. C. Brace， Sept. 22， 1934， Henderson Collection Folder 6-8， inBakerしibrary
Archives， Harvard Business School.ヘンダーソンが述べているように、彼の[[/'¥レートのー均貯土会学』には、確かに英語訳
版に言及されているところが一箇所ある。ただそれは、原著の英語訳版として示されているだけであって、それ以外なにも触れ
られていないという徹底さである。 Pareto'sGeneral Sociology: A Physiologist's Interpretation， Cambridge， Harvard 
University Press， 1935. p. 5. 繊融行副升究会訳 j緬能行動論の基礎:パレートの一弥貯士会学L東洋書底 1975年.22頁
45) Letter from D. C. Brace to L. J. Henderson， Sept. 24， 1934， Henderson Collection Folder 6-8， inBaker Library 
Archives， Harvard Business School 
46) Mind and Society， Trans. Eng. by A. Bongiorno and A. Livingston (ed. by A. Livingston)， 4 vols， New York， 
Harcourt， Brace and Company， 1935， reprinted， 2 vols.， 1963 
47) Vilfred Pareto， Traite de Sociologie Generale， Librairle Droz Geneve， 1917， 1968. pp. 97-127. Mind and Society 
































48) Ibid.， p.126. Trans. Eng. p.144 
49) Letter from L. J司 Hendersonto Northrop， Oct. 15， 1935， Henderson Collection Folder 10イ， in Bakerしibrary
Archives， Harvard Business School 
50) G. C. Homans， op. cit.， p. 103 
51)“Pareto's Science of Society，" The Saturday Review of Literature， May 25， 1935 
52) Letter from V. Racca to L. J. Henderson， May 24， 1935， Henderson Collection Folder 15司6，in Baker Library 
Archives， Harvard Business School 
53) Letter from L. J. Henderson to H. S. Canby， Sept. 11， 1934， Henderson Collection Folder 3-13， inBaker Library 




























( 1995{F 10 Jj 411受Jll!)
54) Pareto's General Sociology: A Physiologist's Interpretation， Cambridge， Harvard University Press， 1935.事国議行委力
研究会訳[キ邸融行動論の基礎:/ '¥レー 卜の一市封士会学ん東洋書庖ー 1975年.公刊された同じ5月に、へンターソンは、ミシガ
ン大学の社会学科で、「科学方法とパレ トの貢献」と題して講演を行っている。 Correspondencebetween L. J 
Henderson and Mckenzie， March 13， 16， 19， April 5， 17， and May 10， 1935， Henderson Collection Folder 3・13，
ト-lendersonCollection Folder 9-3， inBaker Library Archives， Harvard Business School 
55) Ibid.， p. 70. lf橋間‘ 110貰.日本語訳版の書名についても、副題には生かされているとしても、主題に「→到という言葉が
ないのは、へンダーソンの意図に反するものであろう。
56) Ibid.， p. 15. r邦訳J， 44頁括弧内は、引用者によるのこの主張は、英語訳版の書名に“g的色rale"がないことから、あえて強
調されたと考えられる。
57) Letter from L. J ト~enderson to L. Levy Bruhl， Dec目 31，1935， Henderson Collection Folder 3・13，in Baker Library 
Archives， Harvard Business School 
